
(57)【要約】

【課題】内視鏡の洗浄・消毒装置において、消毒工程後

のすすぎ洗いで使用する一般水道水による内視鏡の再汚

染を防止すると共に、洗浄・消毒装置自体の配管路内の

汚染防止を図る内視鏡洗浄・消毒装置を提供する。

【解決手段】内視鏡洗浄・消毒装置内に食塩水タンク１

０と、このタンク内の食塩水を送出するポンプＰ４及び

金属電極を装備した電解槽とからなる中性水生成装置Ｂ

を組み込み、この生成装置によって生成される塩素濃度

の高い中性電解水を、消毒工定後のすすぎ工程で用いら

れる水道水供給路に適量添加するようにした。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 視 鏡 洗 浄 ・ 消 毒 装 置 内 に 、 中 性 水 生 成 装 置 を 組 み 込 み 、 こ の 装 置 に よ っ て 生 成 さ れ る 塩
素 濃 度 の 高 い 中 性 電 解 水 を 、 消 毒 工 程 後 の す す ぎ 工 程 で 使 用 さ れ る 一 般 水 道 水 の 送 給 路 に
適 量 添 加 す る 事 を 特 徴 と し た 内 視 鏡 洗 浄 ・ 消 毒 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 患 者 さ ん の 内 臓 諸 器 管 の 生 検 に 供 す る 医 療 器 用 内 視 鏡 の 洗 浄 ・ 消 毒 装 置 に 関
す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 内 視 鏡 の 洗 浄 ・ 消 毒 装 置 の 多 く は 、 次 の よ う な ▲ １ ▼ ～ ▲ ５ ▼ の 工 程 を 踏 ま え て 行
わ れ て い る 。
▲ １ ▼ 洗 剤 を 使 っ た 洗 浄 工 程
▲ ２ ▼ 水 に よ る す す ぎ 工 程
▲ ３ ▼ 消 毒 液 を 使 っ た 消 毒 工 程
▲ ４ ▼ 水 に よ る す す ぎ 工 程
▲ ５ ▼ 送 気 等 に よ る 乾 燥 工 程
そ し て 、 上 記 す す ぎ 工 程 に お い て 使 用 さ れ て い る 水 は 、 利 便 性 、 経 済 性 等 の 面 か ら 、 そ の
ほ と ん ど が 一 般 水 道 水 を 利 用 し て い る 。
し か し な が ら 、 一 般 水 道 水 は 、 た と え 飲 用 に 適 し た も の で あ っ て も 、 無 菌 状 態 で は あ り え
な い 。 従 っ て 、 一 般 水 道 水 に よ る す す ぎ 洗 い で は 、 水 道 水 中 に 介 在 す る 細 菌 類 に よ り せ っ
か く 消 毒 し て も 内 視 鏡 が 再 汚 染 し て し ま う 可 能 性 が 少 な か ら ず あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 上 述 し た 点 に 鑑 み 、 す す ぎ 工 程 で 使 用 す る 水 道 中 の 細 菌 類 の 死 滅 も し く は 大 幅
な 減 少 を 図 る こ と を 第 一 義 の 目 的 と す る 。 さ て 、 食 塩 水 を 電 解 槽 内 の 電 極 に 通 す こ と に よ
っ て 得 ら れ る 周 知 の 中 性 電 解 水 は 、 微 酸 性 電 解 水 の ｐ ｈ 値 と 弱 ア ル カ リ イ オ ン 水 の ｐ ｈ 値
の 間 に 挟 ま れ た 、 ご く 中 性 に 近 い ｐ ｈ 値 を 持 っ た 電 解 水 で あ っ て 、 該 中 性 電 解 水 は 、 塩 素
濃 度 が 極 め て 高 濃 度 で あ る た め 、 近 時 各 種 の 殺 菌 ・ 消 毒 用 と し て 広 く 利 用 さ れ る に 至 っ て
い る 。
本 発 明 は 、 こ う し た 中 性 電 解 水 を 少 な く と も 上 記 消 毒 工 程 後 の す す ぎ 工 程 で 、 使 用 す る 水
道 水 中 に 添 加 す る こ と に よ り 、 上 記 の 目 的 を 達 成 せ ん と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
更 に 本 発 明 は 、 添 加 す る 中 性 電 解 水 の 塩 素 濃 度 と そ の 添 加 量 を 適 宜 コ ン ト ロ ー ル す る こ と
に よ り 、 内 視 鏡 構 成 部 品 は も と よ り 洗 浄 ・ 消 毒 装 置 自 体 に も 何 等 損 傷 を 与 え る こ と の な い
新 規 且 つ 有 用 な 内 視 鏡 洗 浄 ・ 消 毒 装 置 を 提 供 せ ん と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る 為 の 手 段 】
本 発 明 の 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 洗 浄 ・ 消 毒 装 置 は 、 中 性 水 生 成 装 置 を 内 視 鏡 洗 浄 ・ 消 毒 装
置 に 組 み 込 み 、 該 中 性 水 生 成 装 置 に よ っ て 生 成 さ れ る 塩 素 濃 度 の 高 い 中 性 電 解 水 を 、 消 毒
工 程 後 の す す ぎ 工 程 で 使 用 さ れ る 一 般 水 道 水 の 供 給 路 に 適 量 添 加 す る こ と を 特 徴 を す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 作 用 】
上 記 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 洗 浄 ・ 消 毒 装 置 に よ る と 、 消 毒 後 の 内 視 鏡 の 再 汚 染 が 防 止 で き
る ば か り で な く 、 内 視 鏡 構 成 部 品 に 何 等 損 傷 を 与 え る こ と が な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 例 を 附 図 の 配 管 系 統 図 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 中 、 太 実 線 示 で 描 か
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れ た 符 合 Ａ は 、 Ｆ Ｒ Ｐ 又 は Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 等 の 成 型 品 か ら 成 る 装 置 本 体 の 上 面 パ ネ ル で 、 こ の
パ ネ ル 上 に 図 示 し な い 使 用 後 の 内 視 鏡 、 即 ち 洗 浄 ・ 消 毒 す べ き 内 視 鏡 が 適 宜 装 填 さ れ る 。
当 該 上 面 パ ネ ル Ａ に は 、 送 気 カ プ ラ １ 、 吸 引 カ プ ラ ２ 、 鉗 子 カ プ ラ ３ 、 給 水 ノ ズ ル ４ 及 び
消 毒 液 蛇 口 ５ 等 が 装 着 さ れ る と 共 に 、 排 水 口 ６ 、 オ ー バ ー フ ロ ー 口 ７ 等 が 形 成 さ れ て い る
。 そ し て 、 上 記 各 カ プ ラ と 内 視 鏡 の 送 気 口 、 吸 引 口 及 び 鉗 子 口 と の 間 を 軟 性 樹 脂 チ ュ ー ブ
等 を 用 い て 接 続 す る こ と で 上 述 し た ▲ １ ▼ ～ ▲ ５ ▼ の 工 程 が 以 下 の よ う に 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】

こ の 工 程 で は 、 図 中 の 洗 剤 タ ン ク 内 の 液 状 洗 剤 を 、 ポ ン プ Ｐ １ に よ り 電 磁 弁 Ｓ １ 、 マ ニ ホ
ー ル ド ８ 、 ９ 及 び 電 磁 面 Ｓ ２ 、 Ｓ ３ 、 Ｓ ４ を 経 て 送 気 、 吸 引 、 鉗 子 の 各 カ プ ラ １ 、 ２ 、 ３
へ 供 給 す る 経 路 が 形 成 さ れ る 。 従 っ て 内 視 鏡 の 各 内 部 管 路 が 自 動 洗 浄 さ れ る と 同 時 に 、 内
視 鏡 の 各 吐 出 口 か ら 排 出 さ れ て 上 面 パ ネ ル Ａ 上 に 貯 留 す る 洗 剤 に よ り 内 視 鏡 の 外 表 面 も 洗
浄 さ れ る 。 こ の 際 、 洗 剤 の 水 位 が 所 定 量 を 超 す と オ ー バ ー フ ロ ー 口 ７ か ら 外 部 へ 自 動 的 に
排 出 さ れ る 。 そ し て 、 所 定 時 間 経 過 後 ポ ン プ Ｐ １ を 停 止 し 、 貯 留 し た 洗 剤 を ポ ン プ Ｐ ２ に
よ り モ ー タ ー バ ル ブ Ｍ Ｖ １ 、 Ｍ Ｖ ２ 及 び Ｍ Ｖ ３ を 通 し て 外 部 へ 強 制 排 水 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】

こ の 工 程 は 、 上 記 ▲ １ ▼ 工 程 の 残 留 洗 剤 を 洗 い 流 す 工 程 で 、 給 水 元 よ り 供 給 さ れ る 一 般 水
道 水 を 、 モ ー タ ー バ ル ブ Ｍ Ｖ ４ を 経 て 給 水 ノ ズ ル ４ へ 供 給 す る 経 路 と 、 電 磁 弁 Ｓ ６ を 通 り
、 マ ニ ホ ー ル ド ８ 、 ９ 及 び 電 磁 弁 Ｓ ２ 、 Ｓ ３ 、 Ｓ ４ を 経 て 各 カ プ ラ １ 、 ２ 、 ３ へ 送 給 す る
経 路 と が 形 成 さ れ 、 内 視 鏡 の 内 部 管 路 及 び 外 表 面 の 水 洗 い が 行 わ れ る と 同 時 に 本 装 置 の 配
管 系 統 も 同 様 に 洗 剤 落 と し の た め の 水 洗 い が 実 施 さ れ る 。 尚 、 こ の 工 程 で の 排 水 は 、 上 述
の ▲ １ ▼ 工 程 と 同 様 の 態 様 の も と に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】

こ の 工 程 は 、 消 毒 タ ン ク 内 の 消 毒 液 を ポ ン プ Ｐ ３ に よ り 消 毒 液 蛇 口 ５ へ 供 給 す る 経 路 と 、
電 磁 弁 Ｓ ５ 、 マ ニ ホ ー ル ド ８ ， ９ 及 び 電 磁 弁 Ｓ ２ 、 Ｓ ３ 、 Ｓ ４ を 経 て 、 各 カ プ ラ １ 、 ２ 、
３ へ 供 給 す る 経 路 と が 形 成 さ れ る た め 、 要 求 さ れ る 内 視 鏡 の 内 外 面 の 消 毒 が 行 わ れ る の で
あ る が 、 消 毒 液 の 供 給 量 が あ る 規 定 量 に 達 す る と 、 ポ ン プ Ｐ ３ を 停 止 し て ポ ン プ Ｐ ２ を 稼
動 す る 。 当 該 ポ ン プ Ｐ ２ の 駆 動 に よ っ て 、 上 面 パ ネ ル Ａ 上 に 溜 ま っ た 消 毒 液 を 排 水 口 ６ 、
モ ー タ ー バ ル ブ Ｍ Ｖ １ 、 Ｍ Ｖ ２ 、 及 び Ｍ Ｖ ３ を 経 て 電 磁 弁 Ｓ ７ 、 マ ニ ホ ー ル ド ９ 、 電 磁 弁
Ｓ ２ 、 Ｓ ３ 、 Ｓ ４ か ら 各 カ プ ラ １ 、 ２ 、 ３ へ 送 給 す る 循 環 路 が 形 成 さ れ る 。 従 っ て 、 こ の
工 程 で は 、 消 毒 液 に よ っ て 内 視 鏡 の 内 部 管 路 及 び 外 表 面 と 本 装 置 の 配 管 路 内 が 消 毒 滅 菌 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】

こ の 工 程 は 、 消 毒 液 の 洗 い 落 と し を 行 う 工 程 で 、 給 水 元 よ り 送 ら れ て く る 水 道 水 中 に 後 述
す る 中 性 電 解 水 を 添 加 し て す す ぎ 洗 い を 行 う も の で あ る 。
図 に お い て 、 中 性 水 生 成 装 置 は 点 線 示 に て 囲 み 、 符 号 Ｂ が 付 さ れ て い る 。 こ の 中 性 水 生 成
装 置 Ｂ は 、 飽 和 食 塩 水 を 貯 え る 食 塩 水 タ ン ク １ ０ と 、 こ の タ ン ク 内 の 食 塩 水 を 送 出 す る ポ
ン プ Ｐ ４ 、 及 び 白 金 等 を 主 成 分 と す る 金 属 電 極 （ 図 示 せ ず ） を 装 備 し た 周 知 の 電 解 槽 １ １
と か ら 成 り 、 該 電 解 槽 １ １ の 吐 出 口 は 、 上 記 水 道 水 供 給 配 管 と 逆 止 弁 １ ２ を 介 し て 配 管 接
続 さ れ て い る 。 そ し て 、 上 記 ポ ン プ Ｐ ４ は 、 連 続 運 転 よ り 間 欠 運 転 の 方 が 好 ま し い 結 果 を
得 た 。 即 ち ポ ン プ Ｐ ４ に よ り 飽 和 食 塩 水 を １ 運 転 あ た り ６ ０ ～ ７ ０ ｃ ｃ で １ 分 間 当 た り １
８ ０ ～ ２ １ ０ ｃ ｃ 程 度 、 タ ン ク １ ０ か ら 電 解 槽 １ １ へ 間 欠 送 給 す る よ う 選 定 し た 。 又 、 電
解 槽 １ １ に て 生 成 さ れ る 中 性 電 解 水 は 、 そ の 塩 素 濃 度 が ７ ０ ０ ～ ８ ０ ０ ｐ ｐ ｍ と 高 濃 度 で
安 定 し た 範 囲 内 に コ ン ト ロ ー ル す べ く 電 極 の 材 質 及 び 印 加 電 流 を 選 定 し た 。
而 し て 、 消 毒 後 に お け る す す ぎ 工 程 に あ っ て 、 水 道 水 中 に 塩 素 濃 度 が ７ ０ ０ ～ ８ ０ ０ ｐ ｐ
ｍ と 高 濃 度 に 濃 度 管 理 さ れ た 中 性 電 解 水 を １ 分 間 当 た り １ ８ ０ ～ ２ １ ０ ｃ ｃ 程 度 間 欠 添 加
し た た め 、 水 道 水 中 の 細 菌 類 は 死 滅 又 は 大 幅 に 減 少 し 、 内 視 鏡 の 再 汚 染 が 防 止 さ れ る ば か
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▲ １ ▼ 洗 剤 を 使 っ た 洗 浄 工 程

▲ ２ ▼ 水 に よ る す す ぎ 工 程

▲ ３ ▼ 消 毒 工 程

▲ ４ ▼ 消 毒 後 の す す ぎ 工 程



り で な く 本 装 置 の 配 管 路 内 も 各 種 細 菌 類 の 付 着 が 大 幅 に 減 少 し 、 管 内 汚 染 が 防 止 で き た 。
【 ０ ０ １ ２ 】

こ の 工 程 は エ ア ポ ン プ Ａ Ｐ を 作 動 し て 、 圧 力 エ ア を 電 磁 弁 Ｓ ８ 、 マ ニ ホ ー ル ド ８ 、 ９ 及 び
電 磁 弁 Ｓ ２ 、 Ｓ ３ 、 Ｓ ４ を 経 て 各 カ プ ラ １ 、 ２ 、 ３ へ 圧 送 す る 経 路 を 形 成 す る こ と で 内 視
鏡 の 内 部 管 路 内 の 残 留 水 分 を 乾 燥 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 、 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 内 視 鏡 洗 浄 ・ 消 毒 装 置 内 に 中 性 水 生 成 装 置 Ｂ を 組 み
込 み 、 こ の 装 置 に よ っ て 生 成 さ れ た 塩 素 濃 度 の 高 い 中 性 電 解 水 を 、 消 毒 工 程 後 の す す ぎ 工
程 で 使 用 さ れ る 水 道 水 の 送 給 路 に 適 量 添 加 す る よ う 構 成 し た 。 こ の 結 果 、 す す ぎ 用 と し て
送 給 さ れ 水 道 水 中 の 遊 離 残 留 塩 素 濃 度 が 気 温 等 の 環 境 変 化 に 左 右 さ れ る こ と な く 常 時 安 定
し 、 水 道 水 中 に 介 在 す る 細 菌 類 を 死 滅 又 は 大 幅 に 減 じ る た め 、 消 毒 後 の 内 視 鏡 の 再 汚 染 が
確 実 に 防 止 さ れ る ば か り で な く 、 洗 浄 ・ 消 毒 装 置 自 体 の 配 管 路 内 も 各 種 細 菌 類 の 付 着 を 防
止 し 、 管 内 汚 染 が 確 実 に 防 止 で き る 等 多 大 な 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
更 に 本 発 明 に よ れ ば 、 水 道 水 に 添 加 す る 電 解 水 は 中 性 で あ る た め 、 内 視 鏡 を 構 成 す る 各 種
精 密 部 品 へ の 腐 蝕 や 損 傷 は 皆 無 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 内 視 鏡 洗 浄 ・ 消 毒 装 置 に お け る 配 管 系 統 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 送 気 カ プ ラ
２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 吸 引 カ プ ラ
３ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 鉗 子 カ プ ラ
４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 給 水 ノ ズ ル
５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 消 毒 液 蛇 口
６ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 排 水 口
７ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 オ ー バ ー フ ロ ー 口
８ 、 ９ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 マ ニ ホ ー ル ド
１ ０ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 食 塩 水 タ ン ク
１ １ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 電 解 槽
Ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 上 面 パ ネ ル
Ｂ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 中 性 水 生 成 装 置
Ｐ １ ～ Ｐ ４ 　 　 　 　 　 　 　 ポ ン プ
Ｓ １ ～ Ｓ ７ 　 　 　 　 　 　 　 電 磁 弁
Ｍ Ｖ １ ～ Ｍ Ｖ ４ 　 　 　 　 　 モ ー タ ー バ ル ブ
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【 図 １ 】

(5) JP 2004-236718 A 2004.8.26



专利名称(译) 内窥镜清洁/消毒设备

公开(公告)号 JP2004236718A 公开(公告)日 2004-08-26

申请号 JP2003026650 申请日 2003-02-04

[标]申请(专利权)人(译) 天野股份有限公司

申请(专利权)人(译) 有限公司天野

[标]发明人 長尾仁
渡部純

发明人 長尾 仁
渡部 純

IPC分类号 A61L2/18 A61B1/12

FI分类号 A61B1/12 A61L2/18 A61B1/12.510 A61L101/08

F-TERM分类号 4C058/AA15 4C058/BB07 4C058/CC06 4C058/CC07 4C058/JJ07 4C061/GG10 4C061/JJ11 4C161
/GG10 4C161/JJ11

外部链接 Espacenet
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